
安田記念出走予定外国馬プロフィール 
 

◆ ウエスタンエクスプレス （Western Express、漢字表記：西方快車）＝ 香港 
せん 6 歳・栗毛（オーストラリア産・2012 年 12 月 14 日生まれ） 

父：Encosta De Lago ＝ 母：Alsatia（母の父：Marauding） 

馬主  ： L. ヨン 

調教師 ： J. サイズ 

騎手 ： S. クリッパートン 

通算成績： 全 21 戦 7 勝、2 着 3 回、3 着 1 回 

主な戦績 ： ’18 チャンピオンズマイル（G1） 2 着 

  ’17 香港マイル（G1）  2 着 

 

 ウエスタンエクスプレスは F. ペイサー氏の生産馬として 2012 年 12 月 14 日にノーザンダンサー系

フェアリーキングの後継馬である父エンコスタデラーゴと、オーストラリアで 6 戦 3 着 2 回の母アルセ

ーシアの間に母の 10 番仔として誕生しました。 

 エンコスタデラーゴは地元のオセアニアで短距離王のシャトークアをはじめ、2005 年ニューマーケ

ットハンデキャップ勝馬アリンギ、06 年ドンカスターマイルを制したレーシングトゥウインといった G1 馬

を多数輩出し、香港でも 2009/10 年シーズンの年度代表馬のセイクリッドキングダムや、2010 年のス

プリンターズステークスを制したウルトラファンタジーなどを送る人気種牡馬。ウエスタンエクスプレス

の兄にはオーストラリアで短距離重賞 2 勝のホワイトフライアーズや、1,400m から 2,200m でリステッド

競走を含む 7 勝を挙げたリングマイスターがいます。 

 2014 年 3 月にメルボルンで開催されたイングリス･プレミアイヤリングセールに上場されたウエスタン

エクスプレスは、K. ハリス調教師に 8 万豪ドル（当時約 750 万円）で落札され、カードレスキャッシュ

と名づけられました。オーストラリアでは 2 戦のみで 2016 年 5 月にパケナム競馬場の 2 歳上未勝利

戦（1,200m）でデビューしてこれを快勝すると、L. メイフィールド･スミス厩舎に所属を移してドゥーム

ベン競馬場のハンデ戦（1,350m）に向かい断然の 1 番人気に応えました。その後、香港に渡ってジョ

ン・サイズ厩舎に移籍します。香港ではウエスタンエクスプレスと改名され、9 月から始まる新シーズン

に向けてトレーニングが続けられました。 

 そして、前走から約 5 カ月空いた 2016 年 11 月にシャティン競馬場のパナショップ 30 周年記念ハ

ンデキャップ（クラス 3、1,200m）で新天地初戦を迎えます。ジョアン・モレイラ騎手騎乗で 2 番人気に

支持され、14 頭中 4 番目に重い 56.5kg を背負ったウエスタンエクスプレスは 10 番手から 1 馬身半

差し切って、幸先の良いスタートを切ります。8 着は後の G1 馬シーズンズブルームでした。以降の全

レースはシャティン競馬場でのものとなります。その後クラス 2 に上がった 2 戦と 4 歳シリーズの香港

クラシックマイル（1,600m）は 8、3、10 着でしたが、2017 年 2 月のオーキッドハンデキャップ（クラス 2、

1,400m；2 番人気）は鞍上モレイラ騎手で 11 頭立ての最後方から 1 馬身 1/4 差の差し切り勝ちを収

めました。再度 4 歳シリーズに戻って香港クラシックカップ（1,800m）に向かいますが、ここは大差の

12 着。 



 そこからクラス 2 の 2 戦をモレイラ騎手騎乗で、トップハンデながら連勝します。まず 3 月のアキード

モフィードハンデキャップ（1,400m）では単勝 1.8 倍の支持に応えて 14 頭立ての 8 番手から抜け出し

て、3/4 馬身差の勝利。続く 4 月のトロハーバーハンデキャップ（1,400m）は 11 頭立ての 6 番手から

末脚を伸ばしてアタマ差で人気に応えました。この馬の武器は直線で弾ける差し脚ですが、相手が

強くなるにしたがって最後方から中団追走へと徐々に道中の位置取りが変化しています。そして、初

のクラス 1 戦、香港ジョッキークラブコミュニティトロフィー（1,400m）でシーズン最終戦を迎え、ここもト

ップハンデで 5 着だったものの、着差は 1 馬身 3/4 差と大きく離されてはおらず、香港での 9 戦で翌

シーズンの重賞戦線に見通しをつけたと言えるでしょう。 

 夏休みのシーズンオフを挟んで始まった現在の 2017/18 年シーズンは、すべてクラス 1 と重賞に出

走。10 月 1 日のセレブレイションカップ（G3、1,400m）はカリス・ティータン騎手騎乗で 3 番人気でした

が、直線で他馬に寄られる場面もありビューティージェネレーションから 4 馬身差の 8 着。3 週後のシ

ャティントロフィー（G2、1,600m）はモレイラ騎手に戻ってここも 3 番人気でしたが、中位から直線入り

口で他馬と接触する不利もありビューティージェネレーションから 1 馬身半差の 5 着でした。しかし、

11 月 11 日のクラス 1 戦、パナソニックカップ（1,400m）は 10 頭立ての後方からラチ沿いを徐々に上

がって残り 300m で進路が開けると、先に抜け出したウォーメイフレンドを際どくハナ差かわし、1 番人

気に応えました。 

 次いで 8 日後の香ジョッキークラブマイル（G2、1,600m）はサム・クリッパートン騎手との初コンビでし

たが、直線は伸び切れず 2 馬身半差の 8 着まで。こうして G1 初挑戦となる 12 月 10 日の香港マイ

ル（G1、1,600m）を迎えますが、モレイラ騎手は現地、日本ともに 1 番人気に推されたシーズンズブ

ルームに騎乗したため、鞍上は引き続きクリッパートン騎手で現地は 11 番人気、日本は 13 番人気と

低評価でした。しかし、14 頭立ての好位につけて直線に向かうと、マイペースで逃げたビューティー

ジェネレーションに 1 馬身差まで迫るとともに、G1・2 勝のヘレンパラゴンの追撃を 1/4 馬身差抑えて

2 着に好走しました。 

 年が明けて 1 月 28 日の香スチュワーズカップ（G1、1,600m）は 7 番人気で、後方からレースを進め

るもののシーズンズブルームから 1 馬身半差の 6 着、次いでナッシュ・ローウィラー騎手に代わった 2

月 25 日のクイーンズシルバージュビリーカップ（G1、1,400m）は 5 番人気で、11 頭立てのほぼ最後

方から伸びを欠いてビューティージェネレーションから 3 馬身 3/4 差の 8 着。さらにライアン・ムーア騎

手を迎えた 3 月 18 日のラッパードラゴンハンデキャップ（クラス 1、1,600m）は 6 頭立ての 4 番人気で、

2 番手につける競馬を試みましたが、直線で後退してサザンレジェンドから 3 馬身 1/4 差の 5 着に敗

退します。 

 香港マイル 2 着後は思うような結果が伴いませんでしたが、4 月 8 日のチェアマンズトロフィー（G2、

1,600m）では再びローウィラー騎手に戻って 6 番人気。10 頭立ての中位から残り 300m 手前で外に

持ち出すと、途中で進路が狭くなるシーンがあったものの良く伸びて勝ち星を掴みかけましたが、さ

らに後ろから追い上げた伏兵のビューティーオンリーにクビだけかわされて 2 着に惜敗します。この

時の入線タイム 1 分 32 秒 9 がマイルの持ち時計となります。それから中 2 週でクリッパートン騎手と

の再コンビで臨んだ 4 月 29 日のチャンピオンズマイル（G1、1,600m）は香港マイルの再現となり、逃

げたビューティージェネレーションに 1 馬身差の 2 着でした。8 頭立ての 6 番手から外を通って進出

すると直線ではよく追い上げて、ビューティージェネレーションには届かなかったものの、後続には



3/4 馬身差をつけて、7 番人気の低評価を覆しました。 

 今シーズンは 10 戦 1 勝と勝ちきれないレースが続き、3 度の 2 着はいずれも 1 馬身以内と最後の

決め手の乏しさは否めない一方、最大着差は4 馬身と香港マイル戦線のトップレベルでも相手なりに

走ることが読み取れます。年度代表馬の有力候補であるビューティージェネレーションとはこれまで

11 度対戦して、ウエスタンエクスプレスが先着したのは今年 1 月の香スチュワーズカップと 4 月のチェ

アマンズトロフィーの 2 度だけですが、最新の香港レーティングではビューティージェネレーションの

126 に対してウエスタンエクスプレスは 124 とさほど差のない評価がされています。 
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2018 年チャンピオンズマイル（右端、2 着） 



安田記念出走予定外国馬関係者プロフィール 

 
■ ウエスタンエクスプレス（Western Express） 
 

 ⾺主：ラリー・ヨン（Larry Chi Kin Yung）/ 漢字表記：榮智健） 
現在は、2009 年より隆源企業控股有限公司（ヨンズエンタープライズホールディングス）を設立し

て事業を展開している。父は 1993 年から中華人民共和国副主席を 5 年間務めた榮毅仁氏（2005 年

死去）。 

これまで「エクスプレス」の名をつけた馬を数多く所有し、オリエンタルエクスプレスは 1997 年に香

港ダービー、98 年にクイーンエリザベス II 世カップとチェアマンズプライズ、99 年と 2001 年にチャン

ピオンズ&チャターカップを優勝したほか、98 年と 99 年の安田記念で 2、12 着。その他にも 1995 年

から 96 年にかけて香港 G1 を 3 勝したミスターバイタリティ、2000 年のチャンピオンズ&チャターカッ

プ勝馬ハウスマスターや 2002 年に香港マイル、香港ダービー、2003 年には香港ゴールドカップを制

したオリンピックエクスプレスなどの活躍馬がいる。現在は本馬を合わせて 2 頭を保有しているが、近

年の所有馬はジョン・サイズ調教師に預託されている。 

 

 調教師：ジョン・サイズ（John Size / 漢字表記：蔡約翰） 
1954 年 7 月 10 日生まれの 63 歳。香港移籍前は、オーストラリアのブリスベン、そしてシドニーの

ランドウィック競馬場に拠点を構え、有力調教師の一人として活躍した。 

2001/02 年シーズンに香港に移籍すると、早速 58 勝を挙げてリーディングを獲得。その後も

2002/03、03/04、05/06、07/08、09/10、11/12、15/16 年、そして 16/17 年シーズンと計 9 度のリーディ

ングタイトルを手中にした。これまでにマイル G1・3 勝のエレクトロニックユニコーンおよび 2003 年に

香港短距離三冠を達成したグランドディライトの 2 頭が年度代表馬に選出されたほか、04 年にリバー

ダンサーでクイーンエリザベス II 世カップを、03 年にエレクトロニックユニコーン、09 年にサイトウィナ

ーでチャンピオンズマイルを、13 年にグロリアスデイズで香港マイルを、12 年にフェイフェイ、15 年に

ルガーで香港ダービーを制するなど数多くの活躍馬を手がける。昨年 2 月には香港の調教師として

史上 3 人目となる通算 1,000 勝を達成した。 

今シーズンは 5 月 23 日現在、444 戦 79 勝で 2 位に 25 勝差をつけてリーディングを独走し、3 シ

ーズン連続 10 度目のタイトルをほぼ手中に入れている。ミスタースタニングで香港スプリント、ディー

ビーピンでセンテナリースプリントカップ、アイヴィクトリーでチェアマンズスプリントプライズを制するな

ど短距離戦線を中心に重賞 8 勝、さらに香港 4 歳シリーズでもナッシングアイライクモアで香港クラシ

ックマイル、ピンハイスターで香港ダービーを勝つなど、獲得賞金 165,470,040 香港ドル（約 23 億

8,370 万円）も断然でトップとなっている。 

日本への参戦はこれまで 9 回、そのすべてが安田記念で、アルマダで 2008 年 2 着、09 年 8 着、

サイトウィナーで 09 年 6 着、10 年 5 着、グロリアスデイズで 12 年 14 着、13 年 11 着、14 年 6 着、そ

してコンテントメントで 16 年 12 着、昨年 10 着 



 

 騎⼿：サミュエル・クリッパートン（Samuel Clipperton / 漢字表記：祈普敦） 
1994 年1 月 22 日生まれの 24 歳。シドニーで育ち、幼少期から乗馬を始め、障害馬術で腕を磨く。

15 歳で学校を辞めて騎手を志し、ロン・クイントン調教師のもとで見習騎手となる。2010 年にデビュー

すると、2012/13 年シーズンから 2 季連続で見習リーディングに輝く。2014 年 3 月の G3 パーシーサ

イクストリビュートステークス（インティメイトモーメント）で重賞初制覇。G1 初勝利は 2016 年 3 月のク

ールモアクラシック（ピーピング）で、翌月にはオールエイジドステークス（イングリッシュ）でさらに G1

タイトルを獲得。この 2015/16 年シーズンはシドニー地区でリーディング 9 位に入った。 

2016/17 年シーズンから香港に拠点を移すと、G3 ライオンロックトロフィー（ブーミングディライト）を

含む 492 戦 40 勝でリーディング 6 位と移籍初年度から頭角を現す。今シーズンは 5 月 27 日現在、

296 戦 17 勝でリーディング 15 位に留まっているが、G1 戦線では香港マイル、チャンピオンズマイル

（ともにウエスタンエクスプレス）、チェアマンズスプリントプライズ（ミスタースタニング）で 2 着があるほ

か、オーストラリアでも 3 月の G1 ザギャラクシーでイングリッシュを 2 着に導いている。 

今回の来日が日本での初騎乗となる。 

 


